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が

ぁ

，
る

々

彼

が

こ

れ

,̂Q

論
著
：、
論
文
に
於
い
て

執
.：

つ
た
立
場
は
、
他
の
場
合
に
於
け
る̂
同
様
に
、;;
公
債
‘ノ

粧

税

雨

主

義

の

.
間

を

ゅ

:
Q蒼

)

.
'に

纏

め

.た

 

o

r

*
'
.
.
'

パ

：
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：

.
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■
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':
第
四
期
す
な
は
ち
晚
年
に
は
彼
の
注
意
；は
商
_
學
的
方
酿
.に
向
け
ら
れ
た
0
'
; 
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*

•:

.ぐ

.
：

.
-
.
.
.
. 

... 

 ̂

- 

■ 

.
\,

、
 

.

T
h
e

 economics 

of f
a
r
m

 relief (
1
9
2
9
V

 

.

s
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f
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•

が
そ
の
主
な
も
の
で
ぁ
る
。彼
は
ま
た
そ
の
主
宰
す
るEncycloIJaedia of the 

social 

s
c
i
e
n
c
e

，に
、Introduction, 

W
h
a
t

 are 

.
t
h
e
.
s
c
a
a
r
s
d
e
n
c
e
?
,

以
下
一|

十
篇
の
財
政
學
的
、思
想
史
的
諸
項
を
書
い
た
。
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.

上
に
見
る
や
5
に
理
論
經
濟
學ほ
、
.彼
の
‘硏
究
に
：於
：ぃ
て
重
要
：な
る
地
位
を
占.め
る
.
0
.け
れ
ど
も
そ
こ
に
於
け
る
彼.の
態
度
は
、
rr

衷
的
立
場
を
多
ぐ
出
づ
る
も
の
で
な
い
。
彼
は
そ
れ
を
次
の
や
ぅ
に
«
栝
し
て
居
る
。

.

.

#値
論
で
は
當
然
填
太
利
學
派
の.影
響
を
受
け
た
0
ビ
日
V

A

«パ
ゥ
ァ
ー
ク
が
、

ハ
ィ
デ
ル
べ
ル
タ
でクー
一
1
ス

に

學
.X
だ
折 

の
同
窓
で
.あ
つ
た
が
ら
で
：あ
る0
け
れ
ど
龙
澳
太
利
學
派
に
も
ま
し
て
私
に
重
要
な
の
は
、
永
’年
の
同
僚
ジ
甘
ン•ベH.
ッ
•
ク
ラ
ア 

■
.

グ
で
あ
っ
ー
た
。
そ
：の
結
果
、
私
は

『

經
濟
原
論』

.で
限
#,
效
用
說
に
加
ゆ
る
こ
と
に
な
づ
た
の
であ
る
.。
し
か
し
丁
度
方
法
論
で
歷
史 

■

擧
派
の
極
端
な
態
度
に
反
對
ー
し-^
4
-ぅ
に
、
價
値
論
でも
.、
.古
典
澤
派
冗
正
1,
;
い
と
認
め
る
も
の.，を
放
粢
す
る
こ
と
は
、
同
意
で
き 

:

な
か
っ
，

5JO 

>そ
の
結
果
私
は
こ
、
でも
、
へ
他
の
多
く
の
分
野
で
と
同
じ
く
伸
介
者
と
し
て
働
き
、
利
敗
價
値
及
び
費
用
の
相
互
作
用 

•
に
注
意
を
促
す
に
努
め
た0.
'
ノ
 

- 

. 

 ̂

;■
;
.
' 

:

•:
(
「

そ
の
ぅ
ぢ
に
I

點
：に
於
い
て
私
は#
來
が
现
鼢
に
、
儐
値
論
中
のtt
，會
的
要
素
と
で
も
稱
し
得

Y
.

き
も
の
、
缺
け
て
居
るこ
と 

に
氣
.が
っ
ハ
^
。
ご
の
考
察
^:
想
到
さ
_せ
た
の
は
、
パ
シ
タK
オ
ーI

で

あ

，
る

。
•私

は

そ

れ

に

就

い

で

，
ー
一
三
論
文

.を
書
い
た
後『

原
論』

,
で
、
；lf
c,
會
に
於
け
る
ぐ
社
會
妁
葙C
は
經
濟
的
價
値
CO
眞

の
基
礎
と
由
心
は
れ
る
‘もo
を
.作
り
上
.げ
中
ぅ
と
試
み
たo;

こ
の
理
論
か
ら
积
.

:

d

>
».
際
貿
易
か
ら
學
.ば
れ
た
在
典
學
派.の
比
較
生
產
費
說
は

〜

有
ゆ
：る
經
濟
現
象
に
齊
し
ズ
適
.用
で
き
る
と
い
ふ
認
識
に
達
し
た

.
'
.
.
.
.

の
，で
あ
る
0
.
:
:
'
.
';
:
.乂
べ 

.

「

い
ま
ー
つ
の
51
3索
0
成
果
は
、
ク
ラ
ア
ク
ょ
；

C

も
フ
土
'タ
ア
及
.び
フ
イ
ッ
シ
7
.に
氣
ふ
と
こ
ろ
が
多
い0
そ
れ
は
資
本
化
さ
れ
た

'•
'
阱
^

1
し
そ
0
資
本
の
理
瓶
で
.あ
る
。
私
は
こ
れ
を
、
價
値
問
題
全
體
を
明
か
な
ら
し
め
る
も
の
^
と
信
じ
て
居
る
,0(

|

げ|
1
皆
6 

:ia...selbstdarJ.tellungen,Y.' 

:
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.

s
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 ̂
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"

)
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.へ

.彼
€>
紙
濟
學
に
對
す
る
最
大
の
實
献
は
、
言
ふ
，ま
で
.も
众
く
、財
政
學
殊
に
租#
論
0
部
面
に
あ
る
.o
,
:彼
の
該
博
な
文
献
の'知
識
を
以
.
 

つ
て
書
か
れ
た
こ
の
'方
面
の
硏
究
は
、
こ
れ
を
概
觀
す
る
さ
へ
容
易
で
な
い
。
彼
は

「

三
卷
ょ
り
成
る
財
政
學
原
现
に
關
す
る
一
書

」

を

.

.エ

：

ド
ゥ
'キ
T
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•
.セ
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^
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マ.シ
.敎
授
逝
く
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一

〇
.八

'
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六

n

四)

'

‘
計
藉
し
た
が
，◎

§•
.

遂
に
實
現
の
機
會
を
も
た̂

か
づ
た
’̂
す
な
は
ち
彼
は
フ—̂
般
的
諸
脱
现
を
包
睁
す
る
書̂

■. 

.
の
始
め
ょ
り
t
寧
ろ
末
期
に
於
い
尤
著
は
さ
：る.ぺ
き
も
©
で
ぁ
り
、
史
た
幾
分
豫
備
的
硏
究
も
必
要
で
あ
る
ネ 

廣
か
膨
圍
忙
亙
つ
て*
>
.
な
關
係
事
項
の
硏
究
篇
め
た

j

が(i

證

yr
l;
錄

ち
* 1
^
'

彼
の
撓
ゅ
ま
ぬ
硏
究
■の
努
力
と
學
的
水
準

'

:

の
；向

上

と

は

、
絕

先

_

そ

の

脒

說

の

：修

芷

を

必

要

#

ら
し
：め
、
遂
：&

溪

の

期

を
^
 ̂

で

：

ぁ

る
，0

例
へ
ば
：吾
々
：は
！
^
 :l

a
l

 

t
b
§

y

 

of 

f
s
E

 s
c
l
e

 

.(Pol

晋

 ̂

l

l

‘ p
p
”
l
i
l
_
s

v'
3
s
-
s
s に
於
い
て
、
暮

こ
A 

:け

る

多
.^
財
政
學
’卜
：の
邀
礎
概
念
、
' ^
義
が
根
本
的
に
修
茈
さ
れ
居
る
を
見
る
の
で
ぁ
る
，

(

ls l
i &
^

^ :
i :
l
c
r
l
y
_

)

。
さ
か
ら
私
^

被
0.
こ
0
ヵ
(&
|
の
貴
觥
に
就
い
'て
.
^
、
.亦

彼

自

身

馨 

す
容
ち
踨
は
そ
れ
を
、

一
：
、
' 財

政

製
0

'分
類
、
ニ
.

」

盤
說
及
び
納
遍
ヵ
說
の
適
用
範
亂
と'限
界
、
. 一■

集

進

餐

理

論

四
、

©税
轉
嫁
論
、
瓦
、
'戰
時
公
債
論
の
そ
れ
の
五

.に
要
#
し

、.次
<0
や
ぅ
.に
；言
つ
て
居
:?
>
-の
1?
-
ぁ
：る
0 

へ

.
こ

〔

租
秽
料
嫁
論〕

'で
.は

私
は
獨
逸
の
學
問
か：

ら
、，
殆
ん
ど
勘
力
を
享
げ
なか
つ
た
。
そ
こ
：に
於
げ
る
著
進
は
、

S
^

は 

.

し
い
少
難
の
概
論
：に
止
免
つ炎
か
ら
'で
f

。
'私
は
こ
、
で

遇

び

霖 

オ

ュ

ー
恐
ら
く
彼
は
®

代

に
.
 

，'
於
け
る
有

灌

敏

な

歐

羅

巴

經

濟.;
g
者
の
"第
I

-A
■

ぁ
f

_

覧̂

卧

-L
た
。
勿
論
私
は
こ
の
問
題
■

細
に
硏
究し
^
そ
'
,

'•
^
碁

過

ボ

て

居

た

有
^-
る

實
- ^
的
敫
逢
盡
七
た
ひ：
そ

し

裏

に
.

_
を
童
ね
た
後
、
こ
の
問
題‘は
.，
今
日
.で
さ
へ
多
數
1J
者 

，
に
.
7
つ
て
附
隨
的
に
：し
か
取
扱
比
れ
：て
唐
な
い
：が
、
眞
に
M
政
學
全
體
：の
核
心
：を
成̂
も
の
だ
^
^ ̂

V
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彼
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し
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：
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出
る

 ̂
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献
と
し
て
擧
げ
方
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
證
券
取
引
所
論
に
於
け
る
K
. 

0
,
昔

 ̂
H
.

 

W

I
.鐵
道
の

择 

Z. 

Kipley 
•
，產
業
統
制
：に
於
け
る：Francis 

w
a
f
,
w
,
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 :
s
t
e
v
e
n
'

貨
幣
掃 

.B. 
M
.

>'nderson j”

 

.

及
び H.: A

.
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Q

.g*
n
d
l
e
r

 

は
そ
の
二
部
：で
あ
る

(

r
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B
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w
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,
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•
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.

«.
の
生
涯
^
顧
み
：る
に
當
り
、
そ
の
經
濟
文
庫
の
蒐
集
を
.逸
し
て
は
、-そ
.の
記
述
：id
完
全
な
る
を
得
^

s
 

ヶ
ェ
>

.

ズ
が
ゴ
ー
ル
ド
ス.ミ
，

K

文
庫
”
フ
ォ
ッ
：ク
ス
ウ
エ
ル(

第
二
次)

文

庫

基

に

世
.界
の
三
大
經
濟
文
庫
^
稱
し'て
.居
る
も
の
セ
あ
つ
て

:

■ 

 ̂
.
ッ

.

:
;倫
敦
大
：學
に
寄
附
せ
ら
れ
て
以
來
、
私
人
の
有
に
'か
、
名
最
V
勝
れ
た
も
の
と
言
は
れ
る

(

ll .
.
o§
s

t ;
/

.
p
.

^

,

:f
i〕

藏
書
はS

 
ノ

中
に
は
遠
ぐ
中
弛
に
遡
る
も
の
も
あ
つ
て
、

相
當
數
の 

搖
麓
^
本
も
.含
ま
れ
て
居
：る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
文
庫
に
ア
メ
リ
力
I

十
八
*
紀
以
降
の
|

文
献
が
多
數
に
觅
出
さ
れ
，る 

客
當
然
で
あV

つ
て
>
,
殊
f
c
.初
期
.の
®,
幣
問
題
、
：
革
命.及
び
そ
め
直
後
の
諸
文
献
に
：優
れ
、
ま
た
十
九
世
紀
初
葉
に
入
つ
て
は

.財
政
、

■

運
輸
、
.保
議
論
和
關
す
：る
も
の
く
外
ノ
勞
順
問
題̂
社
會
圭
翁
齡
係
の
定
期
刊
对
物
も
苋
め
ら
れ
て
居
る
が
^
そ
の
最
大
の
特
微
は
、

十
六
、
十
七
及
^
ド
八
世
紀
の
英
吉
利
經
濟.文
献
の
宜
大
な
集
積
で
あ
卜
こ
と
で.ぁ

る

。

彼

は

特

に

英

吉

利

の

貨

幣

-,
'

財

政

及

び

鐵

道 

に
注
意
を
拂
ひ
、
マ
ヵ
ラ'ッ
ク
の
文
献
目
録.に
記
載
あ
る
も
の
は
悉
く
：こ
れ
を
網
羅
し
、
且
つ
こ
れ
に
知
ら
れ
な
か
つ
た
論
著
を
も 

.

搜
集p

た
o
'而
し
て
そ
れ
：は
初.期
.の
.も
の
を
含
む
丈
け
で
な
<
»
襞 

へ
あ
り
、
ま
た
獨
：逸官
房
派
、
佛
蘭
西

7
ィ
ジ
オ
グ
-フ
ア
ト
そ
の
他
、
辣
に
西
班
牙/>
#
太

利

の

諸

文

献

も

殆

ん

ど

完

全

し

て

居

る

.°
ま 

た
彼
は
勞
働
問
題
に
も
注
意
を
向
け
、
チ
ァ
ザ
ス
ト
そ
の
他
の
勞
働
運
動
關
係
定
期

^
范
物
を
も
博
く
集
め
た
。
更
：に
ま
た
佛
獨
兩
國
.

の
社
會
主
義
文
献
が
完
備
し
て
居
る
こA
も
特
徵
の
.1

で
あ
つ
.て
、
サ
シ

■
シ
モ
ン
、
フ
彳
リ
工
、
ヵ

べ

ェ

等

の

原

版

が

備

べ

ら
れ
、

-

ェ
ド
々
キ
ン
、
R
、
A
.
•セ：'!̂
グ
マ
ン
敎
授
遞
ベ' 
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1

0

2
六1!

六V

佛
蘭
西
^

^
の
財
政
及
び
^

^
西

社

會

、
王

義

運

動

-
殊
に
一
八
三
〇
年
よ
り
四
八
年
に
至̂

-
に̂
關
す
る
夥
し
い
數
の
パ
ン
フ
レ

-
ッ
ト
が
m
め
ら
れ
て
语
る
。
そ
し
て
，マ
ル
ク
ス
、

ロ
オ
ド
べ
>
ト
ス
、
ラ
サ
ア
ル%
の
他
獨
逸
社
#
生
義
漭
の
文
献
は
-
そ
の
本
國
の

•

い
づ
れ
の
圖
蓄
に
於
け
る
よ
り
も
完
全
に
聚
め
，ら
れ

(

C8 S
P

M
 

“

f

p

a
 

P...

607
3
-
4
.
)
.

そ
の
マ
ル
ク
X
♦
エ
ン
ゲ
ル
_'ス
.
.
の

コ

シ

バ
ル
タ
*
、

一
一

 

フ
工
ス
ト
各
版
の
蒐
集
ば
、
ソ
ヴ
エ
ト
政
府
の
往
目
す
る
'と

こ

ろ

と

な

つ

て

、
嘗

亡

賛

收

を

申

込

ま

れ

た

こ

，
^

が

あ

る

と
 

V

、、T
h

作 Ne
w
,
y
o
r
k

 limes. Tuly.

ノ
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V
ふ U

9
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1939. Obituary. 

)

'(

註)

，
プ

オ

ゾ

ク

ヌ

^
ュ
ル
の
文
庫
は
そ
の
後
第
ニ
次
蒐
集
の
‘
の
尨
ハ
ァ
ヴ
ァ
ド
大
擧
に

i l

ら
れ
た
。

.

被
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
學
，
.

に
就
任
の
直
後
經
濟
學.撒
史
; 0

,

講
義
%

受
特
ち(

一
八
八
六
年}
、
：そ
の.
後
も
隔
年
經
濟
學
史€ >
« .

»

を
行
つ
/ 

て
、
ま
た
彼
自
身
に
も
そ
の■

を
f

 

i

s

つ
：^

^
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夙
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ら
靡
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中
に
、

「

經
濟
學
史
は
も
つ
.と
書
か
れ
允
け
れ
ば
^ :
.

ら
な
い
、'と
は
普

51
:
-

言
は
れ
.

る

と

こ

，
ろ

で

あ

る

0

こ

の

各

稱

の

下

に

今

日

^

は

れ

て 

る

著̂

は

^

だ

：
概

論

的

で

あ

.

つ
；
て

、
.

且

つ

そ.の
來|
< :

が
、.
明
か
に
成
果
最
も
豐
富
な
る
べ
.ぎ
と
こ
ろ
に
特
に
.貧
弱
で
あ
る
、

」

と̂

y

 

て
居
る
.

A
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に
よ
つ
て
知
ら
れ
；?
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.
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碧

)

ほ

、
夸

を
先
分
驅
使
利
用
し
た
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
0
彼

自

ら
H
h
e shifting 

.
 an

d

 

incidsce 

of taxation 
2

0 0
9

2

;} progressive 

t
a
l
o
n

 (

10 0

9
4

)

，
及
び
.Th

e

 i
n
c
l

 tax (
1
9
1
1
)

.

の
歷
史
的
部
分
は
彼.の
、
殊
に
英
吉
利
の
舊
時
化
文
献
硏
究
の
結
果
を
移
し 

た
も
の
で
ぁ
-i
)
、
.こ
の
他
に
^
浪
に
學
說
史
ゎ
ー'册
に
纏
め
上
げ
る
％
傳
で
書
ぃ
た
^ :

稿
の
多
數
あ
る
こ
と
を
言
つ
て
居
る

(

外
か
50
.

)

。

彼
か
ら
直
接
經
濟
學
史
の
講
義
を
聽
い
た
門
下
の
人
も
そ
の
文
献
的
知
識
の
恐
ろ
し
く
該
博
で
あ
つ
た
こ
と
を
言
つ
て
居
る

。

.

.

.:
こ
の
蒐
集
は
、
初
め
は
歐
羅
巴
發
學
時
代
學
坐
ち
し
い
：向
學
心
か

.ら
出
發
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。

C

ィ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
，チ
マ
ヌ
ラ
ル* 

レ.

エ
ザ
す
か

，ら

經

濟

擧

史

及

び

社

會

生

義

史

の

！

1
義
を
聽
き
、
，

「

そ
.の
.歡
響
0
下
£
經
濟
裂
史
文
献
0
谨
集
を
企
て
た」

と
述
懷
し
て
居 

る(

外
ぜ
0 :
0

)

。
：け
作
.ど

名

後

に

、は

こ

の

樂

史

的

俯

究

0
大

成

亦
主
目
的
七
し
て
^

彼
の
览

集

中

に

英

 

.米
文
献
の
外
、
西
班ザ
、_
太
利
、
：
佛
蘭
西
、
：：獨
逸
の
冬
れ
が-'
#
齡
1€
聚
め
ち
れ
て
居
る
の
は
、

「

經
濟
學
ば】

«

の
普
遍
的
學
問
で. 

あ
.っ
で
、
'國
民
的
な
も
の
：で
な
い

」

I

摩
で
炙
が
彼
は
同
匕
雀
セ
ち
で
执
獨
逸0
學

者

が

こ

：
の
；學

問

を

'-
^

&

&
淨
0
1
1
|
1
ち

と
 

1>
:
て
宮
る
の
は
' 

h
彼
等
0
た
め
に
士
ら
紅
と|
日
^
て
居
る
-
-

r-
ど
.

の
主
張
加
ら
出
て
居
る
の.で
:|
>
る
へ
|
^ ;
.^ 0
:

)

.
私

ば

こ

、
.に

も

學

满 

:£>
好
.事
.家

的」

で

尨
.い

露

集.や

良

さ

が

認

；め
ら
れ
ー
る
：や

ぅ

.に

啟

ふ0

:

■
V
.
;
:
- 
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:

へ
彼
と
^ ,
:
期
を
同
じ
<.
;し
^
經
：濟
文
歡
の
蒐.乘

：
に

努

め

ゼ

人

に

,
乃
オ
ク
ク
ス
ゥ
土
ル
敎
授
が
あ
る
。'後
者
は
：そ
：

Q

た
.め
に
寬
大
な
：
 

:

龈
行
さ
<s
承
諸
し
な
い
"ほ
^
:の
借
財
%
必
要
^
し
"
そ
.の
.た
め
折
角
蒐
め
た
蒐
集
を' 

.
一
度
な
ら
ず
手
離
さ.な

け

れ

ば

な

ら

な

.
か

つ 

'た
と
言
ば4

る
が(

i l
K

凝

_

お

隱

9

1 |
"
. 7

彼
に
は
I

"
苦
I

な
S

た

。
：
1

は「

普
通
の
敎 

r
を
遙
か
に
超
ぇ
て
價
格
を
支
哪

」

ふ
氣
持
：と
財
力
於
：あ

っ

ち

彼

は

「

全
過
去
の
魂
が
、
：
明
瞭
に
：聽
か
桌
％
過
ま
の
聲
が
::
:
'
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て
罟
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震
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こ

於

書
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X
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ア
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文
庫
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購
^
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オ
マ
ス
。
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ー
ス
ン
ク
ス'-
«プ
レ
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1

^
の
文
鹿
0
一.部(

註) 

を
併
合
し
Y
ア
レ
>

サ
ン
ダ
ア
•
ハ
ミ
ル
ト
シ
の
經
濟
文
献
全
都V
.'T
:^
ム
•
ス
ミ
ス
、

ル
、
デ

グ
-+
ド

*
11
ュ
ー
ム
等
(?
:
.難 

蹬
を
含
む
比
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鮮
き
上
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經
濟
文
庫
を3

し
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裝
本
を
好
ん
だ
が
、
十
八
世
紀
以
降

Q

も
の
で
原
製
訂
で
な
い
も
の
は
、
皆
主
と
し
て
リ
ゼ
エ
1
ル
：s;vdel:e

の
.手
で
、
：總
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港

し
.く
は
半
レ
ザ
ァ
ツ'.吵
に
改
裝
さ
せ
冬
書̂

^

.

e

:
、前
期
■

翁

^
く

は

，
そ

れ

以

前

の

.經

黎
 

献
に
は
時
事
問
届
を
派
灌
ふ
-
ン
フ
レ
ッ
ト
が
非
常
に
多
X
、
，
し

か

'も

そ

れ

等

.は
今
日
數
册
合
本
さ
れ
て
發M-
さ
れ
る
こ
と
が
多
い 

I
,
ヶ
エ
ン
ス
は
そ
れ
は
十
八
.九
世
紀
の
習
憤
で
ぁ
っ
^
:と
'.言
つ
て
居
各
.
_
の̂
：
で

ぁ

る

が

、

*
は
そ
れ
を
悉
く
分
冊
と
し
て
製̂
を 

改
め
た
。
だ
か
ら，
f 
3

2

■

良
い
,

I

出

さ

れ

る

の

で

.ぁ

る

鶴

錄
 

.

の
屆
い
灰
1

^

ゾ
匁
成
り
廣
い
、
窓
他
な
く
无
并
、̂
ボ
線
钇
導
.い
$

.刹
列
し
、#

-^
こ

れ

に

招

じ

、入

れ

て

些

.か

-#
«
で

ぁ

っ,^
と
い
.ふ
0
:印
刷
频
ス
メ
リ
ィ
2
^
&
。
が
ケ
ダ
ム
.
ス
.、、、
ス
の
藏
書
の

「

太
部 

分
が
優
美
で
、
へ|>
る
も
0
に
は
_
麗
な
裝
訂
が
施
し
；て
ぁ̂

の
を
、'半

ば

好

奇

心

か

.今

.'に
、

こ

の̂
次

な

る

經

满

學
-<
p
父

が「

私

；が

書

物

に

だ

け

.炎
脖
黎
次
^
考
の
：.に
氣
が
付
い
灰
^
^;
ぅ
ね」

と
言
っ
た
と
い
ふ
有
名
な
言 

槳
處
論
め
輜
濟
戈
通
展
者
せ
潘
合
と
同
じ
く
で
慜
次
廇
の
訪
問
者
柘
ょ
ク
て
も
引
用
あ

Smith, p., 329
*;

小
稿「

書
誌
擧
者W

し
.て
、の
>
.力
n,.ッ
ク
S
フ
學
镫
ン

第
！！ 

ニ 
卷
第
八
號
。Economic Journal, Sept. 1939. p. 5SS. 
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、
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r
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彼
は
敎
養
の
高
い
處
味
の
人
で
あ
つ
た
。

ハ
イ
デ
ル
べ
.ル
タ
か
ら
巴
里
に.ゆ
く
三
月
の
間
を
、
彼
は
ジ
ェ
ネ
ー
グ
で
過
ご
し
た
。

そ
.の
'祈
滯
在
し
た
の
が
有
名
な
徽
家
の.家
庭
で」

あ
.つ
た
。
彼
.妹
そ
こ
で
樹
|
|
1賞
の
眼
铲
養
ふ
機
會
を
も
つ
た
と
言
ふ
。
そ
し
て
美
術
の 

都
巴
里
に
移
.つ
..て
.か
ら
，は
益
々
こ
れ
に
對
す
る
愛
好.心
が
高
ま
り
''
-
エ
コ
ー
ル
•デ
•
ボ
ゥ
®'
ザ
ー
ル&

o
l
e

 des 

B
e
a
u
x

 AJrts.

に
出
席 

し
て
‘糠
々
な
講
義
を
聽
き
，
殊
に11
*
テ
土
ヌ
.の
土
曜
日
朝
の
講
義
を
興
味
深
ぃ
も
の
に
明>
た
。
ー
彼
が
十
八
他
紀
の
佛
蘭
西
美
術
に
對

に
、
社
會
制
度
の.說
明
の
資
と
な
る
も
の
が
多
々
あ
る
と
信
じ.た
-
^「

.現
代
の
世
界
に
.於
け
る
社
會
法
の
作
川
を
理
解
せ
ん
と
欲
す
る

も
の
：は
.、
侗
人
も
美
術
が
提
供
す
る
證
跡
を
看
過
す
名
こ
.と
は
：出
來
な
い
。

」

一M

彼
は
ぬ
i

に
就
い
て
も
㈣
味
を
缺

.

か
な
か
っ
た
。
こ0
素
質
は
父
か
ら
受
繼
い
だ
の
で
あ
っ.て
、

ー
ー
ュ
ゥ
ョ
オ
ク
に
住
む
優
れ
た
獨
逸
人
の
音
樂
家
か
ら
も
作
曲
及
び

#

■.

聲
翁
の
敎
授
を
享
け
次
と
あ
る(I: 

S

ま

：
た

趣

味

：と

^4

の
は
不
適
當
か
も
知
れ
な'い
が
、
：
敎
養Q

1

と
し
て
彼
の
語
學
の
素
養

が
擧
げ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
，い'。彼
が
少
年
時
代
家
庭
敎
师
に
就
い
て
ギ
リ
シ
ャ
•
ラ
.テ
ン
語
を
修
め
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
そ
の
後

^
校
時
代
に
は
獨
逸
、
：怫
蘭
西
、
伊
太
利
、
西
班
牙
語
を
、
大
學
時
代
に
は
露
西

]1
1
1語
、
.和
蘭
語
を
勉
强
し
た
。
彼
は
語
學
を
社
#
科

藤
硏
究
'の
重
要
用
具
と
考
へ̂
た
の
で
あ
る
^
つ
ま
ゃ
語
學
を
一
美
術
ど
共■に

.社
會
和
f-
の
中
.に
入
れ
て̂

た
の
で
あ
る(

^
00
‘

"

:

彼
は
ま
た
極
め
.て
社
交
的
な
人
で
あ
つ
た
。.彼

は

コ

，
ロ

ン

ビ

ア

俱

樂

部

の

み

な

ら

，
ず

•
一
一.巧
ゥ
ョ
オ
ク
0
著
作
家
、
シ
テ
ィ
、
國
圾

美
術
及
び
彫
塑
の
各
俱
樂
部
、
ゥ
シ
ン
ト
ン
、
■コ
ス
モ
ス
.
.の
.
#
員

で

あ
っ
た
。
人
爲
は
同
情
深
く
誠
實
で
、
■そ
の
溫
和
的
な
容
貌
は
人

か
ら
好
か
れ
た
と
い
ふ

(
_
k
l
.)。

ま
た
專
門
を
同
じ
く
す
る
人
、
：殊
ポ
年
少
者
.に
は
友
人
以
上
で
あ
り
、
彼
の
門
下
坐
に
は
か
の
豐
富

な
る
文
皱
.を
備
へ
た
私
邸
'忙
設
け
ら
れ
た
ゼ.、、/
ナ
ァ
ル
は
、
忘
れ
難
い
記
憶
の
や
ぅ
で
あ
る。
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